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研究成果の概要（和文）：本研究課題は現代社会における「自然」の役割を批判的に明らかにするとともに、日本にお
ける「自然の地理学」研究の活性化を図り、その成果を国際的に発信することを目的とした。その結果、各分担研究者
による論文発表や学会発表および全体研究会（5回）のほか、本科研グループによる国際地理学連合京都会議における
国際セッションの開催（2013年8月）、学会誌「人文地理」の英文特集号 “Rethinking geographies of nature”の刊
行（2014年12月）、および日本地理学会春季学術大会におけるシンポジウム「自然の生産と消費」の開催（2016年3月
）と、ほぼ予定通りの成果を上げることができた。

研究成果の概要（英文）：This research program critically examines the role of “nature” in contemporary 
society, and aims to develop “geographies of nature” in Japan and to share its result with overseas 
critical geographers of nature. Through three years of research workings, we achieved satisfying result 
as follows: 1) publication of academic papers and books on geographies of nature and paper presentation 
at academic conferences, 2) five times research meetings of our group, 3) international sessions on 
“Rethinking geographies of nature” organized by our group at the International Geographical Congress 
Kyoto Regional Conference 2013, 4) a publication of Special Issue of Japanese Journal of Human Geography 
(66-6, 2014) titled “Rethinking geographies of nature” edited by Nakashima, and 5) a symposium of 
“Production and consumption of nature: from the viewpoint of geographies of nature” organized by our 
research group at the Annual Meeting of the Association of Japanese Geographers 2016.

研究分野：人文地理学、自然の地理学
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１．研究開始当初の背景 
（１）英語圏の地理学においては 1980 年代
後半より「自然の地理学 geographies of 
nature」と呼ばれる一連の研究がおこなわれ
てきた。それは単に自然に対する構築主義的
アプローチにとどまらず、社会そのものが自
然の生産と消費を通じて構築／再構築され
る諸過程を明らかにしようとする社会批判
の理論として展開した。 
 
（２）日本の地理学においても自然と社会に
関する研究は経済地理学や文化地理学、政治
生態学など様々な分野で蓄積されてきたが、
英語圏の「自然の地理学」のように社会化さ
れた自然を主題とする研究は少なかった。近
年ようやく日本の地理学界においてもそう
した研究がみられるようになってきたが、専
門分野の違いから、それらの研究は相互に結
びつけられることもなく、別々におこなわれ
てきた現状がある。 
 
２．研究の目的 
（１）英語圏の「自然の地理学」の成果をふ
まえて、現代社会における「自然」の多様な
役割を批判的に明らかにすることで、「空間」
や「場所」と同様に現代社会を批判的に読み
解くための地理学的な知として「自然」を位
置づけ直すことを試みる。 
 
（２）日本においてこれまで別々に研究され
てきた自然と社会に関する研究を日本にお
ける「自然の地理学」研究と位置づけて研
究の組織化を図るとともに、積極的に海外
に発信することで国際的な「自然の地理学」
研究との節合を図る。 
 
３．研究の方法 
（１）英語圏の「自然の地理学」の成果に基
づき、1)自然の社会的構成、2)自然の政治学、
3)自然の商品化、という 3つの視点を設定す
る。そのうえで、各メンバーの問題関心に沿
って、1)理論・方法論（中島・森）、2)自然
の社会的構成（福田・森・橘）、3)自然の商
品化（伊賀・淺野）、4)自然の政治学（石山・
中島・淺野）の４つの役割分担を設けて、そ
れぞれの研究班ごとに研究を進めた。	
	
（２）全体作業として、１年に１〜２回の研
究会の開催と国内外の学会での研究発表を
おこなう。研究会ではメンバー相互の研究発
表をおこなうとともに、全体作業に関するビ
ジネスミーティングをおこなう。また、海外
への成果発信として国際学会への積極的な
参加と、本科研グループによる国際学会での
セッションの開催と国内学会でのシンポジ
ウムの開催、および学会誌での英語論文の発
表などをおこなう。	
	
４．研究成果	
（１）「自然の地理学」の３つの視点	

	 当初に想定していた「自然の地理学」の３
つの視点−1)自然の社会的構成、2)自然の政
治学、3)自然の商品化−は、それぞれの研究
メンバーの研究成果をふまえて、最終的に以
下の３つに再編されることとなった。	
	
①自然の審美学	
	 自然の価値や意味において視覚が果たす
役割は大きい。棚田やガーデンは自然的なも
のと人工的なものが混じり合ったものであ
ると同時に、視覚的に生産・消費されるもの
である。そこでは審美的な対象として種別的
な自然が生産されるとともに、そうした自然
が持続可能性や豊かさ、健康などの文脈で読
解され、消費されている。	
②自然の政治学	
	 審美的な自然が生産される時、それは政治
的な権力が発動される時でもある。日本産ト
キなどの固有種は外来種を時間−空間的に排
除することによって審美化され、本質化され
る。また、核によって汚染されたハンフォー
ドサイトでは、その痕跡が不可視化されると
ともに、「原生自然」化された自然を対象と
した観光化・産業化が進展する一方で、そこ
から先住民族が排除される政治的過程が進
行している。	
③グローバル化と自然	
	 自然保護や環境保全は今や地球規模の課
題とみなされつつあるが、一方でナショナル、
ローカルなスケールでは「保全と利用」をめ
ぐって異なる議論が展開されている。また、
食料生産の現場では、科学技術の進歩によっ
て自然的制約から解放された生産が行われ
る一方で、ローカルな自然環境に埋め込まれ
た生産も行われている。そこでは技術を媒介
として自然と社会との異種混交的な関係が
展開している。	
	
	 以上の３つの視点は以下の図のように示
される。ここには現代における自然の生産と
消費を批判的に捉える視点が示されている。
現代における「自然」は社会的・文化的に生
産され、そしてそれらの消費を通じて新たな
経済活動や政策、社会運動が生み出されるよ
うな役割を果たしている。本研究ではそうし
た自然の生産と消費の様態を「審美性」と「グ
ローバル化」、そして「国民国家」との関連
から批判的に明らかにすることができた。	

 



 

 

（２）日本における「自然の地理学」の組織
化と海外への発信	

	 この点について、本研究では以下の３つの
点で大きな成果を上げることができた。	
	
①国際地理学連合（IGU）京都会議におけ
る国際セッションの開催	
	 2013 年 8 月に京都市の国際会館で開催
された国際地理学連合京都会議において、
本科研グループを中心にして２つの国際セ
ッ シ ョ ン “Picturesque, natures, and 
landscape management: cross-cultural 
perspectives”および  “Imagining nature 
in alternative ways”を開催した。同セッシ
ョンには英国から Charles Watkins氏、お
よびイタリアから Marcella Schmidt di 
Friedberg 氏を招いて、フロアからの参加
者を含めて活発な議論が展開された。 
②「人文地理」英文特集号の刊行 
	 上記の IGU 京都会議における国際セッ
ションの成果をもとにして、「人文地理」の
英文特集号  “Rethinking geographies of 
nature”（第 66巻 6号）が刊行された。同
誌は研究代表者の中島がゲストエディター
となり、本科研メンバーによる論文７本と
Watkins氏の論文が寄稿された。 
③日本地理学会春季学術大会でのシンポジ
ウムの開催 
	 2016 年 3 月に早稲田大学で開催された
日本地理学会春季学術大会において、「自然
の生産と消費−「自然の地理学」の視点から」
と題するシンポジウムを開催した。本科研
メンバー7 人がこれまでの研究成果を元に
してそれぞれ研究発表をおこない、本科研
の総括的な報告をおこなった。 
	
上記のほか、全部で 5回開催された研究集会
では、海外および国内の若手研究者を招いて、
研究発表をおこなうとともに活発な討論を
おこない、「自然の地理学」研究の裾野を広
げる活動をおこなった。	
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